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授賞理由 
量子シミュレーションとは、物質中で起きる複雑な量子現象を、人工的に用意した制御性

の高い系を用いて模倣し、新たな理解を目指す研究手法のことです。この手法を用いること

によって、ハバード・モデルのような現実的なサイズでの計算が難しい系の振る舞いを、

様々なパラメータを制御しながら詳細に調べることが可能になると期待されています。 

田家慎太郎氏は、イッテルビウム冷却原子を用いて、スピンと軌道の自由度に着目した独

自の量子シミュレーション研究を展開してきました。まず、同氏は、SU(6)という高い対称

性をもつイッテルビウム冷却原子を光格子に導入し、2重占拠数を評価することでモット絶

縁体の形成を示唆する励起スペクトルのギャップを観測しました。また、この現象には、フ

ェルミ原子の持つスピン自由度が本質的な役割を果たすポメランチュク冷却機構が SU(2)

に比べて SU(6)で増強されていることが重要な寄与を果たしてしていることを示しました。

同氏はまた、複数の光格子を組み合わせることによってリープ格子を設計し、phase 

imprinting 法を用いて平坦バンドへのボーズ粒子の励起を行うことによって、リープ格子

のタイトバインディング模型と矛盾しないバンド占拠数の時間依存性を観測しました。さ

らに、リープ格子の持つ平坦バンドの特性を活かして、粒子が中間地点を経由せずに空間的

に離れた地点間を移動する空間断熱移送という量子現象の実現に成功しました。 

これらの成果は、同氏ならではの独創的な視点と高度な技術力によって、難易度の高い実



験を成し遂げることによって初めて得られたものです。同氏の開発した種々の技術と得ら

れた成果は、今後の量子シミュレーション研究に資する波及効果の高いものであり、凝縮系

科学賞に相応しい業績です。 
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